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１１．．主主題題設設定定のの理理由由  

2020 年度から施行された学習指導要領により、小学校外国語活動は 3 年生から始まり、5 年

生及び 6 年生では教科となった「外国語」科の授業が行われている。本稿執筆時の 2023 年度

の中学生は全員その教科となった外国語の授業を受けてきた中学生である。筆者は小学校で外

国語活動が始まって以来、小学校または中学校の授業実践を数多く観察してきたが、小学校と

の真の連携を考えた中学校の実践というものにはまだ巡り合っていない。ある中学 1 年生の授

業では、小学校でアイコンタクトを意識しながら生き生きしたスピーチをしていた児童らが、

中学 1 年生の授業で同じようなスピーチの場面において、紙に書いた原稿を見ながら文を読む

ような発表の授業を見て、大変残念に思ったことがある。中学生になり、読むこと、書くこと

が本格的になったとはいえ、話すこと、聞くこと中心で始まった小学校英語の良さや英語を学

ぶ楽しさを、接続期である中学 1 年生時にも生かしてもらいたい。 
この指導要領の改訂に伴い中学校英語科の教科書の構成にも変化が見られる。小学校との接

続期となる中学 1 年生の現行の教科書である東京書籍 New Horizon English Course 1 を例に

挙げると、その構成は約半分のユニットである Unit0 から Unit5 までが小学校で学んだ内容の

復習となり、新出語彙以外の新しい学習項目は入っていない。小中接続期の英語教育のスムー

ズな移行を重視していることが分かる作りとなっている。 

教員を目指す学生に英語科教育法等で実践させると、学生は自分の受けてきた授業から指導

の方法を考えていることが多々ある。学生にとって記憶の新しい指導方法を思い出し選択した

場合、高校で受けた英語授業を想起してしまい、当然読み書きができ語彙も豊富なうえでの指

導を立案してしまう。中学生になったからといってすぐに読むことや書くことを中心においた

授業をしてしまうと、小学校までに培ってきた音声中心からはじまる英語教育の流れを断ち切

ることになってしまうかもしれないことを、学生には伝えるようにしている。アウトプット活

動は豊富なインプットがあってこそできるものであり、中学生以降、特に、小学校高学年の外

国語科との接続期は、聞く力や読む力をどのような教材で、どのような方法で指導するか考え

ていく必要がある。 
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文部科学省の令和 4 年度英語教育実施状況調査iによると、小学校外国語活動・外国語の授業

において、教員がデジタル教材等を用いて授業をすすめている割合は 99.8％とほぼ 100％と

なっている。また、児童生徒が 1 人 1 台端末を活用した授業の割合も小学校で 96.8％、中学校

で 99.4％と大変高い。このように ICT 教材が充実するなか、学習プラットフォームを利用した

教育現場での実践が日本の小学校でも見られるようになってきた。海外では有名な Kahoot！ii

など、クイズ型教育サイトを外国語活動や国語の授業内で利用した実践も報告されている（久

高 2023iii，西脇・是永 2023iv）。ある程度まとまった文章を聞いたり読んだりする機会の増え

る中学校英語では、その内容を理解するためのタスクとして、このクイズ型サイトを利用でき

るのではないかと考えた。 

本研究では、小学校外国語との接続期である中学 1 年生は、どのような英語を聞く力と読む

力が備わっているのか、また、この時期にはどのような指導を行い、今後の生徒の聞く力、読

む力を育成していくのかについて確認していく。そして、指導実践の例として、学習プラット

フォームである Kahoot！が Listening や Reading につながる指導に利用できるかどうかを、

筆者が担当する小学校外国語及び中学校英語教育に関心を持つ学生とともに、授業内における

指導実践で検証し、考察していく。      

 

２２．．接接続続期期ににおおけけるる中中学学 11 年年生生のの英英語語をを聞聞くく・・読読むむ力力  

小学校との接続期における中学 1 年生の聞くこと、読むことの指導を考える場合、小学校を

修了した段階で身に付いている力がどの程度であるか把握しておく必要がある。以下は小学校

学習指導要領に示されている外国語科の目標と目指す資質・能力vである。 

 
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる

資質・能力を次の通りに育成することを目指す。 
 （1）外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、日本語と外国語

との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、読むこと、書くことに慣れ親し

み、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について、

聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表

現を推測しながら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ちな

どを伝え合うことができる基礎的な力を養う。（思考力・判断力・表現力） 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（学びに向かう力・人間性等） 

                            〔下線部は筆者による〕 
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 聞くことについては、外国語活動から慣れ親しんできたことから、コミュニケーションに活

用できる程度までの力を期待できるが、下線部にあるように「身近で簡単な事柄」という限定

的な内容となる。 

読むことについては、外国語活動にはなかった領域として外国語科の目標に入っている。教

科となった高学年で実施されている外国語科は、中学校の前倒しとして捉えられることがあり、

児童がある程度できるものであると思われがちである。しかし、二重下線部に注目すると、読

むことについては「慣れ親しむ」こととなっている。音声で十分慣れ親しんだ語彙や表現を「推

測しながら読む」段階であることを念頭に置いて、接続期の指導に当たらなければならない。 

次に、小学校学習指導要領解説viから聞くこと、読むことの領域別の目標を検討し、その目標

を達成させるための言語活動について確認する。学習指導要領には聞くことの目標として 3 点、

読むことの目標として 2 点が以下のように挙げられている。 

 

聞くことの目標 

  ア ゆっくりはっきりと話されれば、自分のことや身近で簡単な事柄について簡単な語句

や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。 

イ ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活に関する身近で簡単な事柄について、具体

的な情報を聞き取ることができるようにする。 

ウ ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活に関する身近で簡単な事柄について、短い

話の概要を捉えることができるようにする。 

読むことの目標 

ア 活字体で書かれた文字を識別し、その読み方を発音することができるようにする。 

イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。 

                            〔下線部は筆者による〕 

 

これら目標から、聞くことに関して、児童は、簡単な語句や表現をイラストや写真と結びつ

けるような活動の工夫があることで聞き取ることができるようになると思われる。実際に、小

学校の教科書には多くのリスニング問題が掲載されており、すべての選択肢に絵や写真がつい

ている。また、担任や ALT など教員らによるやりとりやデジタル教科書の映像から、具体的情

報を得たり、話の概要を捉えたりすることができるようになることが期待されている。 

また、読むことに関しては、目標アの「音声としての読む」と、目標イの語句や表現の「意

味がわかること」というように、違う視点で読むことが求められている。内容理解に関わる読

む力として、十分慣れ親しんだ内容については文で書かれていても理解できると捉えてよいだ

ろう。 

中学 1 年生という小学校との接続期は、絵や写真を多く用いた補助の必要な Listening や、

慣れ親しんだ表現が使われている文章であれば理解できる点を考えると、デジタル教科書に収
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録されている会話やインタビューのやり取り、スピーチなどの短いモノローグは、生徒の理解

を助け、本物のコミュニケーションに近い身近で簡単な事柄のやりとりを具体的に表す適切な

教材となり、内容理解のための設問を簡単な英文で示すことができると考える。 
そこで、本研究では、中学 1 年生の指導を想定し、小学校デジタル教科書のインタビューや

短いアナウンスを使用し内容理解タスクを考えることで、この時期の中学生にふさわしい指導

法を模索することにした。また、児童生徒の自律学習の可能性を秘めた ICT 教材の活用として、

学習プラットフォーム Kahoot！を利用した内容理解タスクを学生に考えさせることにした。

教員として指導実践を行った学生の実践後の記述から、この Kahoot！の利用可能性と、小学校

との接続期に行う中学校 1 年生の英語指導について検討していく。 

  

３３．．学学生生にによよるる指指導導実実践践とと実実践践後後ののアアンンケケーートト調調査査  

 指導実践を行い検討した授業は、筆者が担当する小学校教員養成課程のある大学の小学校免

許科目「児童英語教育法Ⅱ」である。この科目は小学校教員免許科目の必修科目「児童英語教

育法Ⅰ」を履修した学生のなかで、さらに英語の指導法を深く学びたい学生が履修する。中高

英語免許の取得を目指す学生も履修していることから、彼らは小学校または中高英語教育法に

関心を持った学生らと言える。指導実践は開講期の後期第 10 回から第 13 回にわたり行い、最

後の実践発表後にアンケートを通して実践を振り返らせた。なお、このアンケート調査協力は、

事前に履修学生に承諾を得、また、文学部倫理委員会により承認されている。 

 

３３．．１１  指指導導実実践践ににつついいてて  

○ 実施授業： 小学校免許科目（選択）「児童英語教育法Ⅱ」2 年生開講 

○ 実施期間： 2023 年 12 月 7 日、14 日、21 日、28 日（授業回 第 10 回～第 13 回） 

○ 対象者： 「児童英語教育法Ⅱ」履修学生 8 名 

○ 実践の概要： 第 10 回授業で、Kahoot！がどういうものであるか、授業担当者（筆者）

が例題となるクイズを作成し、提示した。また、Kahoot！のシステム等を説明した。その後、

学生全員が Kahoot！オンラインサイトにアクセスし、無料登録を行い、実際に自分に関するク

イズを作り、そのクイズを披露するクイズ大会を行った。 

第 11 回授業では、筆者が手本として Kahoot！を用いた英語科の指導実践を行った。小学校

5 年生のデジタル教科書に収録されている動画のインタビュー場面を視聴させ、内容理解に関

するクイズを Kahoot！で作成する例を示した。その後、学生は小学校 5、6 年生のデジタル教

科書を各自視聴し、中学 1 年生にもふさわしいと考えられる動画を選択し、スクリプトを見な

がら内容理解に関わるクイズを作成し実践に向けて準備を行った。 

第 12・第 13 回授業では学生が指導実践を行った。各回とも 4 人ずつ、計 8 人が教員役を

担った。指導実践では、各自で選んだ動画を生徒役の学生に視聴させた後、第 11 回に作成した

内容理解のためのクイズを出題した。第 13 回の指導実践後全体で感想を述べ合い、それを口
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頭での振り返りとした。第 13 回の授業後、Microsoft Teams にて配信されたアンケートにて、

内容理解タスクの作成と Kahoot！の使用について感想や考えを記述した。 

 

３３．．２２  実実践践にに取取りり組組むむ学学生生のの様様子子    

第 10 回では、Kahoot！のシステムに慣れさせるために、学生に自分に関するクイズを作成

させた。代表学生 3 名に、自作したクイズを用い短いクイズ大会を主催させた。出題者以外は

児童役となり、大いに楽しんでいた。また、学生は、簡単に本格的なクイズを自由に作ること

ができることに驚く様子を見せていた。 

第 11 回では筆者の指導実践後、Kahoot！を英語の授業で利用するために、図１の内容理解

タスクの作り方や図２の留意点のスライド資料を参考にグループで話し合いをさせた。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

図図１１  授授業業ススラライイドド１１  内内容容理理解解タタススクク作作成成    図図２２  授授業業ススラライイドド２２  作作成成のの留留意意点点  

  

学生は、スクリプトからどの部分をクイズに出すのか考えていた。また、留意点を参考に、

クイズの英文に使われる語彙や表現、読めない場合の工夫、日本語のクイズを出す場合の意味

のあるクイズになっているかなどについて考え、作成に取り組んでいた。 

第 12 回、第 13 回に行われた学生の発表では、一人ずつ指導者として教室の前に立たせて授

業をさせた。また、指導者以外の履修者は児童役として参加させた。教壇向かって右に電子黒

板を設置し、デジタル教科書に収録されている動画を児童役が一斉に視聴できるようにした（図

３）。また、正面のスクリーンに Kahoot！のクイズやその結果が映し出されるように、発表者

のパソコン等を接続させた。図４が、クイズが終わった後の結果発表の画面で、児童役の学生

のアイコンが表彰台に乗っている様子である。指導者として発表した学生は、楽しみながらも

真剣に取り組んでいる様子が見られた。自分が考えてきたクイズが適切どうか、児童役の反応

見ながら進めている印象を受けた。 
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図図３３  実実践践のの様様子子  動動画画視視聴聴              図図４４  実実践践のの様様子子  KKaahhoooott！！画画面面  

 

第 13 回の全員の発表の終了後、口頭による全体振り返りの場面で、一人一人の発表につい

て、良かった点とアドバイスを言い合う時間を設けた。良かった点については、「選択肢も絵や

写真を貼り付けて工夫をしていた」、「選択肢を読み上げてからクイズに取り組ませた」「リスニ

ングの導入にあたる Teacher Talk が上手かった」など意見が上がった。アドバイスについて

は、「リスニングポイントはやはり必要」、「クイズ内容が動画の英語の伝えたいところかどう

か」、「選択肢の英文や単語が間違ってしまった」など意見が出され、他の発表者を見て自分の

発表に関する気づきにもなっていた。 

 

３３．．３３  実実践践後後ののアアンンケケーートト結結果果  

 第 13 回発表後、この実践についての選択肢及び自由記述式のアンケート調査を行った。ア

ンケートの内容は Kahoot！を使った内容理解タスクに関するものであった。表１は、内容理解

タスクの作成について、易しかったか難しかったかを尋ねた設問に対する理由の自由記述であ

る。また、表２は、問題作成時に意識したことについての自由記述である。 

 

表表１１  アアンンケケーートト結結果果  内内容容理理解解タタススククのの作作成成ににつついいてて  

学生 A 児童のレベルや理解度を考えて使う単語や表現を決めなければいけないことが難しかった
です。自分を基準として考えてしまい少し難易度の高いものになってしまったと思いました。 

学生 B 児童に答えさせる部分の選択で悩んだ。出題する問題によっては授業前に単語や文法の
確認をするべき。 

学生 C どの部分を抽出するのか、どの単語なら小学生でも分かるのか考えるのが難しかった 
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表表２２  アアンンケケーートト結結果果  内内容容理理解解タタススクク作作成成時時にに意意識識ししたたここととににつついいてて  

学生 A 問題を作成する際には、一部分だけを聞けば分かる問題ではなく全体を通して理解しない
といけない問題にすることを意識しました。一つの単語だけを聞いていれば正解できる問題
では内容の理解には繋がらないと思ったので「〜ではないのはどれ？」のような聞き方にして
全体を理解しているかを問うような問題も取り入れました。 

学生 D capital という単語をわからないと思ったので、“Tokyo is the capital of Japan.”と例文を
問題文に入れ、首都を聞いていることを理解させようとした。英語では難しい質問は日本
語の設問にした。【原文を一部修正：誤り訂正】 

学生 E 考える時間を確保するため、できるだけ英文を短くした問題にすること。（中略）固有名
詞を答える問題を少なくする。食べ物の問題を多くする。 

  

表１及び表２から、学生はタスク作成時に、児童や生徒の実態と出題の意図を考えようとし

ていたことがわかった。 
表１及び表２の学生 D の下線部にあるように、学生は、児童生徒がどの程度の英語を聞いた

り読んだりすることができるのかという実態を捉えることに苦労している。ここから、学生が、

小学校高学年児童や中学 1 年生の生徒は何ができて何ができないかを把握することの重要性に

気づいたのではないかと思われる。そして、たとえ既習事項であっても、そのタスクを行わせ

る前に必要な語彙や表現の確認等といった Pre-Listeningviiを行うことが必要だと気づいたよ

うである。 

表２の学生 A と学生 E からは、スクリプトにしっかりと向かい合わせるような問題を考え

ようとしている姿が伺える。タスク作成という演習により、学習指導要領で示されている、話

の概要や要点を把握させる問題を作成しようとしている姿が見られたことはよいことであった。 

 次に、Listening の内容理解タスクとして Kahoot！を利用したことを踏まえ、Kahoot!は授

業ツールとして有効かどうかを選択式で尋ねてみたところ、すべての学生が「有効」または「非

常に有効」と答えた。また、実践の感想を自由記述で書かせたところ、以下のような回答を得

た。 

 

 
表表３３  アアンンケケーートト結結果果  KKaahhoooott！！をを英英語語のの内内容容理理解解タタススククととししてて使使っったた感感想想  

学生 A 児童は楽しみながらリスニングタスクに取り組むことができ、指導者は児童の内容理解度
を把握できるので双方にとってとても有効な手段だと思いました。また、問題の作成は簡
単にできるので指導者にとっては手間がかからないというのが良い点だと思いました。今回
はその場でのリスニングタスクだけだったけど使い方によって宿題として利用するなど様々な
応用方法が考えられるのではないかと思いました。  
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学生 B 使用すれば楽しい時間にすることができる。英語に限らず授業のおさらいで使用すれば、
楽しく復習をすることができる。また、1 位になるために授業への積極的な参加も見込め
る。しかし、今回問題にも上がっていたようにその順位が回答時間などでも決まってしま
い、1 人の児童が 1 位を取り続ける場合も想定される。そのため、グループで回答させる
などの工夫を児童の実態やカフートを実際にやってみての反応を見ながら考えていかなけ
ればならないと感じた。 

学生 D 学級全員が参加できるので、全員が理解できているかどうか確認できる。児童もクイズ形
式で楽しく英語を学ぶことができる。ただ準備に時間がかかったり、接続がうまくいかない
とできなかったりするので、そこは心配な点である。ICT 活用が広まる現場でどんどんカフー
トを活用して、教員の負担を減らし、さらに児童の理解促進にもつながるので、とても良
いアプリだと思う。 

学生 F クイズ大会みたいで楽しみながら全員が気軽に参加できる点がよかったと思います。ま
た、誰がどのくらい理解できているかがわかるので児童の理解度も簡単に知ることができ、
教師側になって考えてみても良いと思いました。 しかし、制限時間があり問題に答えきれ
ない子がいたり、全然答えられなくて自信を失ってしまったりする子がでてしまいそうだなと
感じました。 リスニングの前に興味を惹きつけたり、問題文を音読したり、と教師が工夫
できることはたくさんあると思いました 

  
以上の記述から、指導者として気付いた Kahoot！の利点は以下のようなものとなる。 

〇児童生徒が全員参加で楽しみながら取り組み、積極性が生まれる 
〇クイズが簡単にでき、手間がかからず教師の負担が減る 
〇システムを使うと、児童生徒個々の理解度が把握できる 

また、課題となるべきことの気づきについては、以下のようなものとなる。 

●クイズ大会は積極性を高める反面、同じ児童生徒が 1 位を取り続ける 

●制限時間があるため、問題に答えられない児童生徒もでてくる 

 ●オンラインサイトへの接続の問題とその準備の負担 

今後の利用にあたり、したいことや工夫などについては以下のようなものがある。 

★宿題などによる復習にも利用できる機能を使う 

★一斉授業でも制限時間を長くしてグループ活動もできる方法 

★リスニングの前の指導の必要性と児童の読む力を補填するなど工夫は必要 

 教員を目指す学生にとって、このような実践を行ったことで、良い点だけでなく、課題や今

後利用する際に気づくことは、大変有益であると考える。 

今回の実践により、英語力を含めた児童生徒の実態を把握することはもちろんのこと、これ

からの教員には、より児童生徒に興味を持たせることができるツールを利用し授業に生かして

いく技術も必要になることを学生に示すことができたのではないかと考える。 
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４４．．ままととめめとと今今後後へへのの示示唆唆：：KKaahhoooott!!をを用用いいたた内内容容理理解解をを深深めめるる RReeaaddiinngg 指指導導  

 前章までに、Listening による内容理解タスクの作成とそれを用いた指導実践の様子を述べ

てきた。その中で、Kahoot！の授業における有効性についても述べてきた。 

内容理解が求められる Reading 指導にも、内容理解タスクは必要不可欠である。 

 Kahoot!の機能上、設問に解答をしない限り、次の問題に進むことはできない。また、その解

答が誤答であった場合、正答がすぐに示される。この特徴を活用し、Reading による教科書本

文の、内容理解を徐々に深める指導を組み立てることができると考える。 

 西本（2001）viiiは、教科書本文のような文章を理解する、つまり、テキストを理解するとい

うことは、そのテキストを読んで記憶に残った心的表象の精緻さの度合いを指すことになると

述べている。また、心的表象に関して、言語的な段階（表象的記憶）、概念的な段階（命題的テ

キストベース）、全体表象的な段階（状況モデル）というレベルが想定されるとまとめられてい

る。そして、読み手の心的表象は、以下のような順で、豊かさと深まりを増していくと述べて

いる。 

・単語認知や統語解析にもとづく言語的な表層表現に対する記憶表象 

・文章の意味内容を命題と呼ばれる概念単位に分析し全体的な命題間の連合ネットワークを

形成 

・読み手の既有知識や語用論的知識、実世界に関する知識と結びついた当該テキストの状況

に対する読み手の総体的認識そのものの表象（状況モデル）を形成 

 これを活用し、以下のような教科書の内容理解を深めるための、Kahoot!を用いた内容理解タ

スクを作成することができると考える。なお、タスクの提示は「割り当て」とし、「問題タイマー」

及び「回答順序をランダム化」を必ず「オフ」の設定にする。 

① 教科書本文の中の、「時間」「場所」「数字」等、単語レベルの読み取り問題を４択で 

作成 

② 誰がどうするなどの、動詞を中心とした一文レベルの内容を読みとらせる○×問題の作

成 

③ ②をまとめて話の概要や要点をまとめさせる４択問題の作成 

 このように問題を作成し、順次生徒に解かせることで、理論的には教科書本文の内容理解が

深まっていくのではないかと考える。 

 この内容理解タスクを用いた Reading の指導は、教科書本文の長さにもよるが、おおよそ 5
～10 分程度の時間を生徒に与え、その時間内に①から③までの問題を順次解かせるようにす

る。そして、時間内であれば、教科書を何度も読み返してもよいこととする。そうすれば、例

えば①の問題を解く際に、生徒は Scanning や Skimming を駆使するようになるであろう。ま

た、②の問題を解く際に、動詞を中心とした因果関係等を考えながら英語をよむ生徒も現れる

であろう。さらに、③の問題を解く際に、生徒の、一文レベルで理解した本文を要約する力を

高めることができるであろう。教師は、机間指導を通して、課題に困難を感じている生徒の指
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導をすればよい。 

最後に、これらの問題に取り組ませた後、統合型学習として Writing や Speaking を通して、

生徒に自分の考えを表出させる活動に取り組ませる。その際、例えば教科書本文の内容や自分

の考えに関わる絵や写真、図やグラフ等を活用させることで、豊かな状況モデルを構築させる

ことができるであろう。 

本稿では Kahoot!を用いた Listening による内容理解タスクの中学 1 年生への指導について

検証し、最後に Reading につながる指導の可能性について述べた。今後も聞く力、読む力を育

成するために ICT 教材が活用されるであろう。一人一台のタブレットを有効に活用するために

も、それら機器やシステムを用いた指導法について今後も考えていきたい。 
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